























第 484 6 号
昭和 55 年 3 月 15 日





















構造を示したO この実験結果より， Melanoma 細胞はメラノサイト由来の細胞であることを明らかに




た。すでに，悪性変換したマウス黒色腫由来の細胞を 5-bromodeoxyuridine (BUdR) で処理すると




の発現を認めた。また， Melanoma 細胞は培養上清中に 逆転写酵素活性を保有するレトロウイルス







相補性が認められた。この実験結果より， Melanoma レトロウイルスはプロウイルス DNA として宿
主細胞染色体DNA に組み込まれていることが明らかになった。そこで Melanoma レトロウイルス
のプロウイルス DNA が組み込まれている Melanoma 細胞染色体DNAで初代ヒト線維芽細胞を処理
したところ，フォーカスが形成された。また，フォーカスを形成した細胞集落の一部にメラニン頼粒
の存在が認められた。この実験結果は， Melanoma レトロウイルスの悪性変換能を発現する遺伝子も
また， DNA に逆転写され，宿主細胞染色体DNA に組み込まれていることを強く示唆している。
次に，この Melanoma レトロウイルス遺伝子の水平伝播の可能性を検索するため， Melanoma細胞
に非腫場原性RNA ウイルスである風疹ウイルスを感染させ，風疹ウイルス持続感染Melanoma 細胞
(以下 Melanoma (M-33) と略記する)を確立し，産生された感染性ウイルスの生物学的特性につ
き解析を行った。 Melanoma (M -33) 細胞には，間接蛍光抗体法により風疹ウイルスの特異抗原を細










色素性黒色腫由来の transform した株化細胞 (Melanoma) はレトロウイルスを産生し，このレトロウ
イルスは初代ヒト培養細胞を transform させる。 2) Melanoma細胞染色体DNAで初代ヒト培養細胞
に transfection が成立し， transform した細胞の集落であるフォーカスが形成される。 3) non-
oncogenic RNAウイルスである風疹ウイルスの持続感染した Melanoma細胞 (Melanoma (M-33) J 
は，抗原性において風疹ウイルスとレトロウイルスとの合の子ウイルスを産生している。但し，この




持つ。またレトロウイルスと non-oncogenic RNA ウイルスとの遺伝子相互作用が生物学的観点から
深く解析されている。したがって梁川哲雄君の業績は，発展性に富んだ優れた研究であり，歯学博士
の学位を得る資格があると認める。
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